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s -アデノシルホモシステイン CSAH) の，アs- アデノシルホモシステイナーゼ CSAHase) は，









とから，必須ヒスチジン残基は 3' ーケトカ jレパニオンからの水或はホモシステインの脱離反応に，酸・塩
基触媒として関与する乙とが示唆される。
サブユニット当り 3 分子のシステイン残基が修飾さSAHase とヨードアセトアミドの反応によって，
2 分3 分子の修飾可能残基のうち，では他の残基の修飾は起らなかった。れる，実験条件下 CpH 9) 















本研究はラット肝の酵素が同ーのサブユニットからなる 4 量体であり、各サブユニットに 1 分子の補
酵素NAD を結合している乙とを明らかにした上で，基質であるアデノシンおよびアデノシノレホモシス
テインのアデノシン部分と酵素の活性部位との反応機構を化学修飾法を用いて解析をお乙ない， 1) 基
質の 1 つであるアデノシンによって酵素に結合するNAD が還元を受ける。 2) ヒスチジン残基がNAD
による基質の酸化物， 3' ーケトーカ lレパニオンからのホモシステインへの転換に酸・塩基触媒として関
与する。 3) サブユニットに存在する 2 分子のシステイン残基がアデノシン部分の 4'位プロトン離脱に
関与する。 4 )酵素と基質との反応は疎水性結合であり， トリプトファンが関与する等を明かにした。
本研究の結果は有機化学的に困難なチオエーテルの加水分解反応の酵素による触媒機構の 1 端を明か
にした乙と，その乙とにより，本酵素活性の調節機構の解析を可能にした。よって，本論文は理学博士
の学位論文として十分価値あるものと認められる。
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